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外あり野国度面学るて学をと振とも育付の高がい中-十一-一 
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真美巧芸37-2536 

の員長にい支問要絡思大な満い｢添緊じら雄進述は決てた輩白を学優ましド学のが 
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昭和43年(1968年)
6. 17　東大安田言蕎堂に機動隊導入
6. 26　小笠原諸島　正式に日本復帰
7. 1　郵便番号制スタート

7. 4　警察庁　大学紛争校54校

全体の10%と発表
10. 13　第19回オリンピック(メキシ

コシチ-)開幕

10. 17　ノーー<ル文学賞　川端康成が

受賞
10. 21　国際反戦デー　反日共系全学

連　新宿駅占拠　騒乱罪適用
12. 10　東京府中市で3億円事件

〔流行語〕昭和元禄､ハレンチ､ノンポリ
ノ＼フ〇二ンク､､大平ムード

昭和44年(1969年)
I. 18　東大に機動隊導入
1. 20　政府　東大入試中止を決定
6ー12　初の原子力船｢むつ｣進水
7. 20　アポロ11号　月面着陸

12. 25　警察庁｢本年中の紛争大学数
159　　高校数102　と発表

昭和45年(1970年)
3. 14　日本万国博境会大阪で開幕
3. 31　八幡･富士両製鉄合併

新日本製鉄　正式に発足
3. 31　赤軍派　日航機｢よど号｣を

ノ､イジャック

〔流行語〕エコノミ　ック･アニマノレ-,フィ
ーリング､断絶､=ヤロメ

年
前
の
出
来
事

毎
日
新
聞
社
刊

｢
一
億
人
の
昭
和
史
｣
よ
り

平
成
二
年
三
月
二
十
五
日
は
､

感
激
の
一
日
で
し
た
｡

二
十
年
振
り
の
卒
業
式
を
挙
行

す
る
と
の
こ
と
で
､
私
は
､
家
族

全
員
を
連
れ
て
､
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気

分
で
参
加
し
ま
し
た
｡
家
族
連
れ

で
大
学
へ
行
-
の
は
､
初
め
て
な

の
で
子
供
達
は
､
大
ハ
シ
ャ
ギ
で

し
た
｡
式
が
始
ま
-
校
歌
を
三
番

ま
で
唱
っ
て
い
る
と
､
自
然
に
目

頭
が
熱
-
な
っ
て
き
た
｡
〟
人
間

心
が
あ
れ
ば
よ
い
の
で
は
を
-
､

形
､
け
じ
め
も
必
要
な
の
か
な
〟

な
ど
と
思
い
な
が
ら
-
･
 
｡

川
添
学
長
の
式
辞
の
中
で
､
冒

頭
の
〟
母
校
と
は
､
ひ
た
す
ら
懐

ト
　
風
間
さ
ん
ご
家
族

し
い
も
の
だ
〟
と
言
う
言
葉
で
､

二
十
年
振
り
の
卒
業
式
の
意
義
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
｡

母
校
大
好
き
人
間
の
私
に
と
っ

て
は
､
両
手
が
痛
-
な
る
程
､
拍

手
を
し
た
｡
ま
た
､
当
時
の
学
長

で
あ
ら
れ
た
戸
田
教
軽
の
　
〟
学
園

紛
争
の
わ
だ
か
ま
り
が
､
今
消
え

た
〟
と
の
話
に
､
ノ
ン
ポ
リ
で
あ

っ
た
私
に
は
､
あ
の
紛
争
の
後
遺

症
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
の
か
と
驚

い
た
｡卒

業
生
代
表
の
日
本
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
吉
田
氏
は
､
〟
天
下

晴
れ
て
卒
業
し
た
｡
も
-
ひ
と
が

ん
ば
り
し
よ
う
｡
〟
と
声
高
だ
か
に

気
持
よ
-
話
し
た
｡

そ
の
通
-
だ
と
思
っ
た
｡

式
終
了
後
､
祝
賀
会
に
は
､
私

に
と
っ
て
卒
業
以
来
､
は
じ
め
て

会
っ
た
旧
友
や
､
ゼ
ミ
の
悪
友
に

も
会
､
つ
こ
と
が
で
き
て
夢
の
よ
-

で
し
た
｡

母
校
と
は
-
-

ひ
た
す
ら
懐
し
い
も
の
だ
｡

も
う
ひ
と
が
ん
ば
-
し
よ
う
｡

中
央
大
学
　
バ
ン
ザ
イ
/

生
き
甲
斐
と
悔
い

久
保
田
　
利
雄

(
昭
和
3
 
1
年
卒
)

人
が
生
き
る
｡
た
っ
た
一
度
し
か

な

い

一

人

の

人

生

は

､

一

日

一

日

と
時
を
刻
み
乍
ら
や
が
て
人
生
を

全
う
し
て
一
生
を
閉
じ
る
｡

で
は
､
人
生
を
全
う
す
る
と
は
ど

う
い
う
事
で
あ
ろ
う
か
｡
人
に
よ

り
十
才
で
閉
じ
る
人
も
､
又
九
十

才
ま
で
長
ら
え
て
閉
じ
る
人
も
居

る
｡

或
る
人
が
､
十
才
で
亡
-
な
る
命

に
は
､
そ
れ
な
-
に
全
う
し
て
い

る
と
も
言
う
｡
私
は
思
-
特
別
に

悪
い
親
､
環
境
に
生
を
得
な
い
限

り
､
誰
で
も
､
青
年
期
位
ま
で
は

皆
､
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
｡

そ
し
て
､
彼
等
の
心
は
暖
か
-
､

人
､
物
事
へ
の
想
い
や
-
の
心
も

充
分
持
っ
て
い
る
｡
し
か
し
乍
ら

今
日
の
社
会
を
見
る
に
余
り
に
も

そ
の
親
'
社
会
､
大
人
達
は
こ
れ

を
無
惨
に
踏
み
つ
け
て
､
彼
等
の

生
き
る
姿
を
キ
ズ
だ
ら
け
に
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
屡
々
見
受
け
ら
れ

て
本
当
に
悲
し
い
｡

本
来
の
姿
で
あ
る
限
り
､
例
え
そ

の
人
が
十
才
で
閉
じ
た
と
し
て
も

一
生
懸
命
に
生
き
て
真
の
暖
か
い

環
境
､
社
会
に
生
き
ら
れ
た
ら
､

そ
う
で
な
い
悪
い
親
､
社
会
等
の

環
境
の
も
と
で
一
生
懸
命
に
も
な

れ
ず
､
他
の
事
等
想
い
や
る
心
の

余
裕
す
ら
も
持
て
ず
､
只
々
苦
し

み
乍
ら
生
き
長
ら
え
る
よ
-
遥
か

に
生
き
た
甲
斐
も
あ
り
､
悔
い
等

も
な
い
か
も
知
れ
な
い
｡

人
は
正
に
〇
才
か
ら
十
才
位
ま
で

の
問
に
そ
の
人
の
基
礎
は
造
ら
れ

る
｡
そ
し
て
､
そ
の
後
如
何
に
良

き
親
の
生
き
態
､
環
境
､
社
会
等

の
影
響
を
受
け
て
思
春
期
を
迎
え

青
年
期
を
経
て
立
派
に
独
立
し
た

人
間
に
な
り
得
る
か
で
あ
る
｡

今
日
の
社
会
､
環
境
は
決
し
て
良

き
姿
と
は
言
え
な
い
｡

先
づ
良
い
政
治
'
真
実
の
政
治
政

治
家
を
選
び
た
い
｡
そ
し
て
真
実
､

良
心
の
マ
ス
コ
ミ
と
､
人
と
環
境

(
地
域
社
会
か
ら
世
界
地
球
に
至

る
ま
で
)
　
を
心
か
ら
想
い
や
る
社

会
的
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
た
い
｡

青
年
期
か
ら
成
年
期
そ
し
て
熟
年

期
に
､
社
会
的
知
識
知
恵
が
だ
ん

だ
ん
付
-
に
つ
れ
て
､
そ
の
欲
望

だ
け
が
ど
ん
ど
ん
進
み
､
金
と
享

楽
だ
け
を
追
い
か
け
る
大
人
'
こ

ん
な
社
会
を
作
っ
た
責
任
は
一
体

何
ん
だ
ろ
-
か
｡

兎
に
角
悲
し
い
｡
こ
れ
で
は
と
て

も
生
き
た
甲
斐
等
持
て
そ
-
も
な

く
'
こ
ん
な
事
に
憂
身
を
や
つ
し

只
々
生
き
長
ら
え
た
と
し
て
も
果

し
て
真
の
我
を
顧
み
た
時
､
た
っ

た
一
回
の
人
生
､
悔
い
等
は
な
い

も
の
だ
ろ
う
か
｡

喜
怒
哀
楽
､
喜
び
と
怒
り
と
そ
し

て
哀
し
み
も
あ
っ
て
こ
そ
楽
し
い
｡

し
か
し
､
.
生
き
甲
斐
の
あ
る
生
き

方
と
は
､
そ
こ
に
人
の
可
き
姿
を

求
め
､
故
に
怒
り
も
そ
し
て
哀
し

み
も
あ
っ
て
こ
そ
と
思
う
の
だ
が

○

白
門
会
の
皆
様
､
共
に
頑
張
っ
て

意
義
を
求
め
て
生
き
ま
し
ょ
う
｡
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第
六
十
六
回

東
京
-
箱
根
駅
伝

復
路
初
優
勝
も
総
合
四
位

第
六
十
六
回
東
京
-
箱
根
往
復

大
学
駅
伝
は
､
一
月
二
･
三
日
の

両
日
に
行
わ
れ
､
中
大
は
､
復
路

初
V
を
果
し
た
が
､
総
合
で
四
位

と
な
っ
た
｡
優
勝
は
､
大
東
大
｡

往
復
路
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
､

沿
道
の
人
出
は
､
7
6
万
人
｡
有
望

新
人
も
相
次
い
で
入
学
し
て
き
て

い
る
の
で
､
来
年
は
､
大
い
に
期

待
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

落
語
と
カ
ラ
オ
ケ
で

盛
り
上
っ
た
新
年
会

-
0
0
中
大
の
合
格
者

桐
蔭
学
園
が
ト
ッ
プ

今
年
の
私
大
入
試
は
､
全
体
的

に
〟
文
高
理
低
〟
　
の
学
部
志
望
が

続
き
､
大
学
別
で
志
願
者
の
増
加

が
大
き
か
っ
た
の
は
､
関
東
で
は

亜
細
亜
大
､
慶
応
大
､
上
智
大
､

中
央
大
ま
た
､
関
西
で
は
､
立
命

館
大
､
関
西
大
な
ど
が
目
立
っ
た
｡

中
央
大
学
の
合
格
者
高
校
別
は
､

左
記
の
通
-
｡

①
桐
蔭
学
園
(
神
奈
川
)
鵬
　
②
厚

木
(
神
奈
川
)
7
6
　
③
希
聖
ヶ
丘
(

神
奈
川
)
7
2
　
地
元
の
国
立
高
校

は
6
2
名
で
7
位
､
桐
朋
は
3
4
名
の

九
〇
年
度
入
学
式
は
､
希
望
に

胸
を
ふ
-
ら
ま
し
た
新
入
生
で
､

法
･
経
済
･
商
･
文
各
学
部
は
､

四
月
五
日
㈱
多
摩
校
舎
で
､
ま
た

理
工
学
部
は
､
四
月
六
日
繊
理
工

学
部
校
舎
で
､
そ
れ
ぞ
れ
一
部
･

二
部
合
同
で
行
わ
れ
た
｡

な
お
､
新
入
生
歓
迎
文
化
祭
は

五
月
十
九
日
出
～
二
十
日
同
に
､

ま
た
'
大
学
祭
は
､
十
一
月
一
目

㈱
～
四
日
㈲
に
予
定
さ
れ
て
い
る
｡

平
成
二
年
が
静
か
に
明
け
た
一

月
二
十
日
也
､
国
立
支
部
恒
例
の

新
年
会
が
､
富
士
見
通
り
　
｢
信
濃

路
｣
　
で
開
催
さ
れ
た
｡
例
年
よ
り

も
四
度
も
低
い
冬
空
で
あ
っ
た
が

会
場
に
は
'
三
十
名
が
出
席
｡

午
後
五
時
す
ぎ
､
風
間
(
俊
)
幹

事
長
か
ら
　
｢
平
成
二
年
度
の
定
時

総
会
を
五
月
二
十
七
日
㈲
'
商
協

ホ
ー
ル
で
開
き
た
い
｣
　
と
の
発
表

後
､
二
宮
厚
生
部
長
の
司
会
進
行

で
始
め
ら
れ
た
｡

能
味
副
支
部
長
の
開
会
の
辞
に

つ
づ
き
､
村
田
支
部
長
の
挨
拶
､

次
い
で
､
ご
来
賓
の
方
々
の
お
祝

辞
を
い
た
だ
き
､
井
上
市
議
の
幹

杯
の
音
頭
で
賑
や
か
な
宴
は
始
ま

っ
た
｡国

立
支
部
の
準
会
員
で
落
語
家

の
三
遊
亭
竜
楽
氏
が
､
郷
里
群
馬

の
名
酒
〝
満
寿
泉
〟
を
持
参
さ
れ

更
に
､
艶
っ
ぽ
い
江
戸
小
咄
を
特

別
に
披
露
さ
れ
会
場
は
爆
笑
と
盛

大
な
拍
手
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
｡

宴
た
け
な
わ
に
な
る
と
カ
ラ
オ
ケ

も
始
ま
り
､
益
々
会
場
は
盛
-
上

っ
た
が
､
料
理
も
尽
き
た
夜
九
時

近
-
､
校
歌
合
唱
の
-
ち
､
山
崎

副
支
部
長
の
閉
会
の
言
葉
と
万
歳

三
唱
で
お
開
き
と
な
っ
た
｡

お

　

知

　

ら

　

せ

(

結

婚

)

菊
池
　
茂
さ
ん
　
(
押
立
神
社
宮

司
･
谷
保
天
満
官
権
禰
宜
)
　
は
､

宮
田
斎
子
　
(
い
つ
こ
)
　
さ
ん
と
､

五
月
二
十
二
日
㈹
正
午
か
ら
奉
務

神
社
の
谷
保
天
満
宮
で
挙
式
さ
れ

ま
す
｡披

露
は
､
同
日
午
後
三
時
か
ら

大
国
魂
神
社
結
婚
式
場
で
､
ま
た

引
続
き
､
午
後
七
時
か
ら
'
三
遊

亭
竜
楽
氏
の
司
会
で
､
仲
間
-
ち

の
披
露
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
ま
す
｡

(

転

居

)

幹
事
長
　
風
間
俊
範
さ
ん
は
､

左
記
へ
転
居
さ
れ
ま
し
た
｡

〒
醜
　
八
王
子
市
中
野
上
町

一
丁
目
1
 
2
番
1
7
号

℡

0

4

2

6

(

2

7

)

7

6

1

2

｢
ね
じ
り
鉢
巻
君
｣
歓
迎
/

大
学
で
は
､
四
月
十
三
日
㈱
に
､

本
年
度
入
学
者
を
歓
迎
し
　
｢
ね
じ

り
鉢
巻
君
合
格
パ
ー
テ
ィ
｣
　
を
開

い
た
｡
大
学
で
は
'
受
験
生
を
　
｢

ね
じ
り
鉢
巻
君
｣
　
と
呼
び
､
職
員

が
､
学
習
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
激
励

の
手
紙
を
送
-
交
流
を
続
け
て
い

た
｡

｢
竜
楽
の
会
｣
　
が
､
四
月
二

日
㈲
錦
糸
町
西
武
ザ
･
プ
ラ
イ

ム
六
階
ス
タ
ジ
オ
錦
糸
町
で
､

午
後
六
時
三
十
分
開
演
し
た
｡

ご
存
じ
三
遊
亭
竜
楽
氏
は
､

中
央
大
学
の
O
B
で
す
｡

今
回
で
､
十
五
回
目
を
数
､
え
､

竜
楽
新
古
典
主
義
｢
上
司
な
ん

て
怖
-
な
い
/
｣
　
と
い
-
仰
々

し
い
出
し
物
で
登
場
し
た
｡

高
座
は
進
み
､
中
入
り
前
に
､

竜
楽
リ
サ
ー
チ
の
演
目
で
､
ゲ

ス
ト
に
ア
ッ
プ
ル
法
律
事
務
所

代
表
の
諸
永
芳
春
氏
を
迎
え
'
･

〟
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
現
在
〟
を
テ
ー
マ
に
対
談
し
､

日
常
､
職
場
や
通
勤
途
中
で
問

題
に
な
り
そ
う
な
こ
と
を
面
白

-
取
-
上
げ
啓
蒙
し
た
｡

中
入
り
後
の
大
喜
利
の
あ
と

竜
楽
氏
の
　
｢
淀
五
郎
｣
　
の
口
演

と

な

る

｡

し

っ

と

-

と

し

た

語

り
口
で
､
噺
し
は
､
四
代
目
市

川
団
蔵
の
座
頭
で
　
｢
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
｣
　
の
狂
言
が
決
ま
っ
た

が
､
判
官
の
役
者
が
倒
れ
た
の

で
､
相
中
役
者
の
沢
村
淀
五
郎

を
抜
擢
し
た
｡
団
蔵
は
､
座
頭

だ
け
に
由
良
之
助
と
師
直
の
二

役
を
演
-
ま
す
｡
忠
臣
蔵
四
段

目
は
､
一
番
の
見
せ
場
で
す
が

判
官
切
腹
の
場
で
､
判
官
役
の

淀
五
郎
と
､
由
良
之
助
の
団
蔵

と
う
ま
-
ゆ
か
ず
､
団
蔵
か
ら

淀
五
郎
は
い
や
み
を
言
わ
れ
'

淀
五
郎
は
三
日
目
遂
に
座
頭
を

殺
し
自
分
も
舞
台
で
本
当
に
切

腹
し
ょ
う
と
覚
悟
し
て
芝
居
を

す
る
と
､
由
良
之
助
の
団
蔵
も

一
晩
に
し
て
い
い
役
者
に
な
っ

た
と
感
じ
入
っ
て
芝
居
を
す
る

噺
で
す
｡
私
も
､
竜
楽
氏
に
　
｢

ウ

-

ン

'

待

ち

か

ね

た

-

-

｣

と
思
い
つ
つ
､
座
を
立
ち
ま
し

た
｡
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自　平成元年4月1日
至平成2年3月31日

平成元年度国立白門会決算書

収入の部 劍辷�,ﾉYB�

科目 佇亥｢�予算 �盈｢�決算 冰ﾈ蠅�

年会費 ��c"ﾃ����200,000 �8ﾟﾉN��182,700 �##�ﾃ����

学員会交付金 ��Rﾃ����-30,000 ��9N��28,259 鉄�ﾃ����

総会会費 都づ����脚,000 �,ｩ�ﾙN��140,888 免V����

寄付､祝金 ��8ﾚ����120,000 ��ﾘ檠N��17野鶴 �#��ﾃ����

親睦行事会費 �#��ﾃ����0 佰�ﾝｹN��貯200 亂�����

特別収入 鼎津��2�00,000 倬ik�w�V儂��3,269 ���ﾃ����

広告料収入 ���40,00 ��Yg(ﾗ8駟N��228,652 鼎�ﾃ����

特別行事基金 ��ﾃ�コﾃ����0 倅yN��3時難 鉄�ﾃ����

預金利息 鉄Cr�0 202,294 �<�¥ｨﾗ8駟N��936,720 ����"ﾃ#釘�

前期繰越 �#�"ﾃ#釘�冰ﾉOYN��鵁ｯｨﾄｨ葎ｾ��0 144,(鵜 

合計 ��ﾃ�#津鉄B�-742,2鎚 俘xﾇb�1,929,954 都C"ﾃ#釘�

堀田　　勲　㊥

宍戸　勇之　㊥

会　　計

会計監査

自　平成2年4月1日

至平成3年3月31日
平成2年度国立自門会予算案

科目 �4Ywb�金額 

収 僖陞���2,000×100名 �#��ﾃ����
学貴会交付金 ��Rﾃ�����)kﾂ�30,000 

人 の ��ﾘ檍檠N��3,000×30名 涛�ﾃ����

寄付 傚Hﾗ8馼ｯ�WH+ｸ,ﾉ�ﾂ�120,000 

特別収入 倡9j�X����6�5X�ｸ��50,000 

部 儘ﾈﾙ�{�ｹ?ﾂ�白門会ニュース �#�ﾃ����
前期繰越 �1144,668 

合計 ��654,668 

支 �8ﾟﾉN��白門会ニュース(年2回) ����ﾃ����
通信費 ��Y��xﾙ�ﾂ�80,000 

会議費 冩�醜檠�ﾂ��ﾈ迚YI�ﾘ檍�ｾ��ﾂ�*X�檠N�9�ｹZｩ^(��30,000 

出 の ��ﾘ檠N���#��ﾃ����

交際費 �80,000 

事務用品費 �5,000 

部 ��Yg(ﾗ8駟N��鼎�ﾃ����
雑費 �50,000 

予備費 �69,668 

合計 ��6541,668 

会費納入のお願い

年会費は白門会ニュースや名簿作成などの財源

ですので､同封の郵便振替用紙で納入をお願いし

ます｡また､総会当日ご持参して下さっても結構

です｡
年会費　　　　2, 000円

平
成
元
年
度
活
動
報
告

春
の
旅
行
会
　
六
月
九
日
出

納
涼
会
　
七
月
十
四
日
㈲

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
　
十
月
十
八

く
に
た
ち

サ
ク
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

厚
生
部

一
､
親
睦
会
　
六
月
十
七
日
㈲

鹿
島
､
鹿
取
神
宮
､
潮
来
十
二

橋
め
ぐ
り

二
､
第
五
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
　
十

月
二
十
九
日
出
相
模
湖
C
･
C

三
､
新
年
会
　
平
成
二
年
一
月
二

十
日
間
　
割
烹
　
｢
信
濃
路
｣

日
㈱

四
､
秋
の
旅
行
会
　
十
月
二
十
七

日
出

五
､
囲
碁
大
会
　
十
一
月
十
日
㈲

六
､
新
年
会
　
平
成
三
年
一
月
十

九
日
出

事
業
部

一
､
第
十
三
回
　
四
月
九
日
㈲

-
に
た
ち
サ
ク
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
参
加
｡
バ
ザ
ー
出
店

谷
保
第
三
公
園
に
て

実
行
委
員
と
し
て
､
協
力
参
加

二
､
第
二
十
回
　
十
一
月
五
日
㈲

-
に
た
ち
秋
の
市
民
ま
つ
り
に

参
加
｡
法
律
､
税
務
､
不
動
産

の
無
料
相
談
｡
日
常
不
用
品
の

バ
ザ
ー
｡
準
備
段
階
か
ら
積
極

的
に
協
力
参
加
｡

事
業
部

一
､
あ
れ
こ
れ
考
え
る
会

二
､
第
二
十
一
回
市
民
ま
つ
-
へ

参
加
｡
法
律
､
税
務
､
不
動
産

の
無
料
相
談
｡
バ
ザ
ー
出
店

三
､
第
十
四
回
-
に
た
ち
サ
ク
ラ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
参
加
｡

バ
ザ
ー
出
店

組
織
部

｢
　
組
織
強
化

二
､
学
員
の
把
握

三
､
会
員
名
簿
の
補
充

四
､
学
員
活
性
化
の
た
め
の
基
礎

資
料
の
作
成

荒
天
で
バ
ザ
ー
中
止
す

恒
例
の
-
に
た
ち
サ
ク
ラ
フ
ェ

･
ス
テ
ィ
パ
ル
は
､
四
月
八
日
㈲
谷

保
第
三
公
園
で
行
わ
れ
る
予
定
で

し
た
が
､
午
前
八
時
集
合
の
際
は

ま
る
で
嵐
を
思
わ
せ
る
程
の
突
風

で
､
天
幕
の
骨
組
み
と
足
場
を
補

強
す
る
段
階
で
様
子
待
ち
を
し
て

い
ま
し
た
が
､
そ
の
う
ち
､
雨
も

強
-
な
-
､
天
幕
も
吹
き
と
ば
さ

れ
そ
う
な
状
態
と
な
り
､
止
む
な

-
出
店
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
｡

準
備
に
お
手
伝
下
さ
っ
た
会
員

の
皆
さ
ん
'
お
疲
れ
様
で
し
た
｡

今
年
は
､
例
年
に
な
い
暖
冬
で

第
三
公
園
の
桜
は
､
満
開
を
と
う

に
過
ぎ
､
春
を
惜
し
む
が
の
よ
う

に
春
嵐
に
散
-
急
い
で
い
る
よ
う

で
し
た
｡

組
織
部

学
員
の
把
握

規
約
の
改
正

会
員
名
簿
の
作
成

広
報
部

一
､
国
立
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
十

九
号
､
第
二
十
号
の
発
行

二
､
親
睦
会
等
の
記
事
取
材

三
､
学
員
時
報
へ
の
技
稿

広
報
部

一
､
国
立
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
第
二

一
十
一
号
､
第
二
十
二
号
の
発
行

二
､
大
学
の
行
事
､
親
睦
会
等
の

記
事
取
材

三
､
学
員
時
報
へ
の
投
稿

四
､
企
画
を
シ
リ
ー
ズ
化

五
､
会
員
か
ら
の
投
稿
を
推
進

平
成
二
年
度
活
動
予
定


